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【手続補正書】
【提出日】平成24年8月31日(2012.8.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アップリンク電力レベルを決定するための、基地局により実装される方法であって、
　アップリンクチャネル上でユーザ装置（ＵＥ）から第１の通信信号を受信するステップ
と、
　前記受信した第１の通信信号に応じて前記アップリンクチャネルのチャネル品質を測定
するステップと、
　前記第１の通信信号から導出される品質マージンを提供するステップと、
　前記ＵＥが前記基地局に適応変調および符号化の報告を送信すべきであることを決定す
るステップと、
　前記ＵＥが適応変調および符号化の報告を送信すべきであることを決定するステップに
応じて、前記ＵＥにダウンリンク制御チャネル上でアップリンクチャネルの割り振りと前
記品質マージンとを送信するステップと、
　前記アップリンクチャネルの割り振りと前記品質マージンとに応じて割り振られたアッ
プリンクチャネルの少なくとも１つのタイムスロットにおいて前記ＵＥから第２の通信を
受信するステップであって、前記第２の通信は、前記品質マージンから導出される送信電
力レベルにおける適応変調および符号化の報告を含む、ステップと
を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　測定された干渉と前記品質マージンとを組み合わせるステップをさらに備えることを特
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徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記測定された干渉と前記品質マージンとを単一のパラメータに符号化するステップを
さらに備えることを特徴とする請求項２に記載の方法。
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